
孔子学院創立10周年記念講演会

今、なぜ日中友好なのか

日時 2014年７月２６日(土曜日)１４：００

会場 福岡ビル９階 Ｂホール
福岡市中央区天神1丁目11-17 天神駅東3b出口より徒歩1分

入場料 無料 （事前申込み不要）

主催 ｜立命館アジア太平洋大学孔子学院
後援 ｜福岡県日中友好協会 西日本新聞社
問合せ｜立命館アジア太平洋大学孔子学院事務局

Tel. 0977-78-1188   E-mail. confucius@apu.ac.jp

APU孔子学院 検索
ホームページでは様々な情報を更新中です。ぜひご覧ください。
URL . http://apu-confucius.com/

講演者

白西 紳一郎氏 社団法人日中協会理事長

1940年、広島市に生まれ。京都大学東洋史学科卒。
日本国際貿易促進協会事務局、「現代アジア」編集長などを経て、
75年の日中協会設立に伴い幹事、事務局長、理事、常務理事を経て2000年から現職。
1967年の初訪中以来、46年間に訪中歴は500回を超える。

平成26年（2014）、孔子学院は創立10周年を迎えます。

孔子学院・課堂は中国語の普及と中国文化の理解促進を目的に中国（教育部）と海外の大学などの教育機関とが提携して設立

されました。現在、世界では1000を超える孔子学院・課堂が活動しており、日本には13の孔子学院があります。九州地区には

平成19年(2007)に設立された立命館アジア太平洋大学孔子学院があります。

今回、孔子学院が創立されたのを記念して白西紳一郎氏（社団法人日中協会理事長）による表題の講演会を行います。

平成24年（2012）9月、日本政府が尖閣諸島国有化を行ったことに対し、中国は魚釣島（尖閣諸島）の領有権を主張し、今日に

至って両国の対立は非常に厳しいものになっています。

日本と中国とは「一衣帯水」の国として切っても切れない関係にあり、いかなる状況の下でも、子々孫々、日中友好の関係を

守り、継承していかなければならないと思います。今、日中友好関係は大きな危機に見舞われていると言って過言ではないと

思います。

今回の講演は、このような時期に「なぜ日中友好なのか」を問い、考えるものです。皆さんのご来場をお待ちいたします。

開場 13:30  講演時間90分（予定）


